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政策的医療について
【脳血管疾患】
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１ 本日ご議論いただきたいこと

以下の論点について、委員の皆様のご意見をお聞かせください。

今後、市立四日市病院は、脳血管疾患医療においてどのような役割を果たすべきか

論点2

論点1

上記の市立四日市病院が果たすべき役割を踏まえ、どのような機能を維持・強化・縮小し、
他医療機関とどのように役割分担・連携すべきか
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２ー１ 北勢医療圏における脳卒中の医療を提供する病院

北勢医療圏では複数病院が脳卒中急性期医療を24時間提供しているが、当院はt-PA・血栓回収療法の

24時間対応に加え、圏内最多のSCU等病床を有している。
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２ー２ 三重県の一次脳卒中センター（PSC）一覧

一次脳卒中センター（PSC）は、日本脳卒中学会が24時間365日の脳卒中患者受入れと迅速な急性期
治療体制を備える施設として認定するもので、三重県内では11病院が認定されている。うち5病院は、
24時間365日の血栓回収治療等に対応するPSCコア施設として、より高度な急性期脳卒中診療を担っ
ている。

【コア施設認定基準】
一次脳卒中センター(PSC)コアは下記の5項目をみたすことが求められる

1.一次脳卒中センター(PSC)に認定されていること
2.日本脳神経血管内治療学会の脳血管内治療専門医と3学会認定の脳血栓回収療法実施医が合計して常勤3名以上であること
3.血栓回収治療実績が年間12例以上あること
4.自施設において24H/7Dで血栓回収治療に対応可能であること
5.脳卒中相談窓口を設置すること
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３ー１ 当院の状況 北勢医療圏における脳血管疾患入院患者の受入れ状況

当院は北勢医療圏における主な脳血管疾患患者の受入件数が最多であり、脳梗塞や未破裂脳動脈瘤等で

手術症例を含む受入実績を有している。

出典：厚生労働省 令和6年度DPC評価・検討に係る調査「退院患者調査」（７）疾
患別手術別集計MDC０１

※DPC「退院患者調査」に基づく疾患別の退院患者数（救急を含む全ての入院
経路）である。
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３ー2 当院の状況 三泗構想区域における脳血管疾患入院患者の受入れ状況

当院は三泗構想区域において、脳血管疾患の受入件数の65.1％を占め、主要4疾患全てにおいて受け入

れ件数が最も多い。

出典：厚生労働省 令和6年度DPC評価・検討に係る調査「退院患者調査」（７）疾患
別手術別集計MDC０１

※DPC「退院患者調査」に基づく疾患別の退院患者数（救急を含む全ての入院経
路）である。
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３ー3 救命救急センターにおける脳血管関連重篤症例の受入実績

市立四日市病院ホームページ 救命救急センターより抜粋 2025年1月から12月までのデータ

当院の救命救急センターでは、重症脳血管障害は197人と、年間重篤患者の14.0%を占めている。
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４ー１ 将来ニーズ 北勢医療圏における将来推計入院患者数

北勢医療圏の神経系疾患需要は2035年まで微増するものの、その2040年を境にやや下回る。
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４ー2 将来ニーズ 三泗構想区域における将来推計入院患者数

三泗構想区域は2050年も2025年比104％を維持する見込み。
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４ー３ 将来ニーズ 北勢医療圏の将来推計外来患者数

北勢医療圏の神経系・脳血管疾患の外来需要は、2035年まで微増後に横ばいで推移し、2050年には

2025年比6％増の1,585人となる見込み。
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４ー４ 将来ニーズ 三泗構想区域における将来推計外来患者数

三泗構想区域の神経系・脳血管疾患の外来需要は、北勢医療圏と同様に2035年まで微増後に横ばいで

推移し、2050年も三泗構想区域全体の約45％を占める見込み。
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５ 脳血管疾患医療についてのまとめ

観点 データから確認できる事項 検討論点

• 脳血管疾患入院需要は、北勢医療圏/三泗構想区域のい
ずれにおいても増加（微増）し、2035年を境に減少（微
減）に転じる見込みであるが、2050年時点でも2025
年を上回る水準で推移する。

• 神経系・脳血管疾患の外来需要は、北勢医療圏/三泗構
想区域のいずれにおいても増加（微増し）、特にアルツハ
イマー病・脳梗塞の増加が顕著である。

脳血管疾患医療においてどのような役割を果たすべきか

北勢医療圏の救命救急センターとして二次救急医療機
関で対応が難しい脳血管疾患の重症例へ対応 等

 三泗構想区域内の地域住民の脳血管疾患の緊急症例
に対応 等

どのような機能を維持・強化・縮小し、他医療機関とどの
ように役割分担・連携すべきか

脳血管疾患等の急性期医療を他医療機関とどのように
役割分担・連携すべきか 等
・ 24時間３６５日の受入体制
・ ICU（SCU）を中心とした高度な入院管理機能
・ t-PA静注療法・機械的血栓回収療法・緊急手術 等

脳血管疾患の回復期・慢性期・在宅医療を他医療機関
とどのように役割分担・連携すべきか 等

北勢医療圏

• 各構想区域に24時間体制の脳卒中急性期医療（t-PA
療法、血栓回収療法等）に対応し、SCU等の高度な入院
機能を有する医療機関が複数配置されている。

三泗構想区域

• 市立四日市病院及び三重県立総合医療センターの２病
院が該当する。

• 一次脳卒中センター（PSC）コア施設として、24時間
365日の脳血管疾患医療に対応している。

• t-PA静注療法・血栓回収療法に24時間対応し、北勢医
療圏で最多のSCU等病床を有している。

• 主な脳血管疾患の受入件数は北勢医療圏内で最多。
• 救命救急センターでは、重症脳血管障害を年間197人

受け入れている（救命救急センターの14.0％）。
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